
（別添４） 

平成２１年度グローバルＣＯＥプログラム 

申請カード・拠点組織表・関連分野研究者表 作成・記入要領 

 

申請カードに基づき、審査資料を作成します。誤記入、記入漏れ、あるいは不明瞭な点が

ある場合には、審査の対象外となる、あるいは、誤ったままの状態で審査に付されることとなり

ますので、十分にご注意ください。 

 

Ⅰ．一般的留意事項について 

（１）申請カード・拠点組織表・関連分野研究者表は、独立行政法人日本学術振興会ホームペ

ージ（ http://www.jsps.go.jp/j-globalcoe/）からファイルをダウンロードし、Excelで作成して

ください。なお、日本学術振興会でデータを処理するため、特に指定する場合を除き、行・

列の追加・削除を行わないでください。また、色の付いたセルの編集はご遠慮ください。 

（２）申請カードは大学毎に学長（事務局）が、拠点組織表・関連分野研究者表は拠点毎に拠

点リーダーが責任をもって、作成してください。拠点リーダーが拠点組織表等を作成した

際、記入に誤りがないかを「拠点形成計画調書」と照合・確認の上、所属する大学の学長

（事務局）に提出してください。大学の学長（事務局）においても、関係書類のとりまとめ担

当者として同様の確認の上、日本学術振興会に提出してください。 

 

Ⅱ．平成２１年度グローバルＣＯＥプログラム申請カードの作成・記入方法について 

（１）作成・提出に当たっての注意点 

申請カードは、大学毎に作成してください。 

申請カードに基づき、申請時に、申請大学名（専攻等名含む）、連携先の機関名、各大

学ごとの申請数を公表する予定です。また、採択されたものについては、申請カードに基

づき、内容（拠点の名称など）を公表する予定ですので、誤記入のないように十分にご注

意ください。 

（２）記入事項の説明 

①「１．機関名」欄は、法人の種別（国立大学法人、学校法人等）は記入せず、大学名のみ

記入してください。 

②「２．機関番号」欄には、科学研究費補助金の申請に使用する当該大学の機関番号を半

角で記入してください。 

③「３．申請数」欄には、申請数を記入してください。 

④「４．事務担当者連絡先」欄には、本申請について責任をもって対応できる事務担当者の

氏名及び連絡先等を様式にしたがって記入してください。なお、事務連絡（ヒアリングの通

知など）は、記載された e-mail アドレス宛に行いますので、できる限り共有メールなどをご

記入ください。また、自宅（携帯）の電話番号は必ず記載してください。連絡が取れない場

合、その後の審査に支障をきたす場合があります。（※個人情報の取扱いは、当該事業の

実施に係る用途のみに限定いたします。） 

⑤「５．「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」

に基づく実施状況報告書の提出の有無」欄には、文部科学省科学技術・学術政策局

調査調整課競争的資金調整室への提出の「有・無」を記入するとともに、「有」の場合

は、「提出日（郵送の場合は発送日）」を記入してください。 

⑥「６．拠点」欄は、以下の点に留意して記入してください。 

・拠点毎に記入してください。 

・「拠点リーダー・氏名」欄及び「ふりがな」欄は、姓と名の間にのみ、全角１文字の空
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白を入れてください。 

・「整理番号」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目右上に付した「整理番号」を半角

で転記してください。（例：K-1） 

・「拠点のプログラム名称」欄は、日本語名称が必ず２０文字以内であることを確認して記

入してください。副題は記入せず、化学式・数式の使用は極力避けてください。な

お 、 日 本 学術 振 興 会に て デ ー タ 処 理 す る た め 、 空 白 の 挿 入 、 セ ル内 の 改 行

（Alt+Enter）は行わないでください。 

・「研究分野」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「３．研究分野及びキーワード」の欄

に記入した研究分野を転記してください。 

・「キーワード」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「３．研究分野及びキーワード」の

欄に記入したキーワードを上から順番に転記してください。必ず計画調書と同一の順番

にしてください。 

・「中核となる専攻等名」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「４．専攻等名」に記入し

た専攻等名のうち、中核となる研究科・専攻等名（○○研究科○○専攻）のみを転記し

てください。 

・「21COE 拠点名」「21COE 拠点番号」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「21COE

拠点名」に記入したプログラム名（副題を除く）及び拠点番号（半角英数字）を転

記してください。 

・「連携先機関名」欄は、他の大学等と連携した取組の場合、「拠点形成計画の概要」

の１頁目「５．連携先機関名」に記入した連携先機関名を転記してください。その際、

海外の連携先機関名については、日本語表記で「機関名（国名）」（例：○○大学

（イギリス）、○○大学○○校（アメリカ）、○○センター（フランス）、○○研

究所（中国））と記入してください。なお、連携先機関等が複数ある場合は、句

点（、）で区切り、空白の挿入、セル内の改行（Alt+Enter）は行わないでください。 

・「拠点リーダー」欄は、事業推進担当者のうち、拠点リーダーについてのみ項目毎に記

入してください。（※個人情報の取扱いは、当該事業の実施に係る用途のみに限定い

たします。） 

・「事業推進担当者数」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「６．事業推進担当者」の

合計人数を半角で記入してください。 

・「拠点大学に所属する担当者の割合」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「６．事業

推進担当者」の「拠点となる大学に所属する事業推進担当者の割合」に記入した

値を半角で転記してください。 

・「申請経費（千円）」欄は、「拠点形成計画の概要」の１頁目「７．申請経費」に記入した

金額及び連携先で使用する金額を半角で転記してください。なお、「連携先使用割合

(%)」欄及び「合計」欄については、数式が入力してあり、自動的に表示されますので、

「拠点形成計画の概要」への記載内容との齟齬がないか確認してください。【申請で

きる経費の範囲については、制限が設けられていることに留意してください。（公募

要領 3 頁「２（３）経費の範囲」参照）】 

（３）様式の説明 

申請数が４件以上の場合は、申請数３件毎に１ページになるよう、印刷設定を適宜変

更してください。申請カードが複数に及ぶ場合は、左上をステープラーで綴じてくださ

い。 
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Ⅲ．拠点組織表について 

（１）作成・提出に当たっての注意点 

同一研究者が事業推進担当者として参画できる拠点形成に係る申請は１件です。拠点

形成に係る申請に複数参画している者がいる場合は、それらの申請は審査の対象外となり

ます。 

また、平成１９、２０年度グローバルＣＯＥプログラムに採択された拠点の事業推進担当者

は今回の申請に係る事業推進担当者となることはできません。 

（２）記入事項の説明 

①「拠点のプログラム名称」「機関名」「機関番号」「整理番号」欄は全て同じ内容を記入し、

「〃」や「同上」では記入しないでください。記入方法は申請カードと同様です。 

②「機関番号」「整理番号」「フリガナ」「研究者番号」「着任予定日」「生年月日」「21 世紀

COE プログラム」の「拠点番号」欄は、半角で記入してください。 

③「拠点のプログラム名称」欄は、必ず２０字以内であることを確認して記入してください。

副題は記入せず、化学式、数式の使用は極力避けてください。 

④「整理番号」欄には、「拠点形成計画の概要」の１頁目右上に付した「整理番号」を半角

で転記してください。（例：K-1） 

⑤「事業推進担当者」欄は、次の事項に留意して記入してください。 

・ １行目に、拠点リーダーを記入してください。なお、姓と名の間にのみ、全角１文字の

空白を入れてください。 

・「フリガナ」欄は、半角カタカナで記入してください。なお、姓と名の間にのみ、半角１文

字の空白を入れてください。 

・「研究者番号」欄は、科学研究費補助金の申請に使用する当該研究者の研究者番号を

半角で記入してください。研究者番号の定められていない者については、「99999999」と

記入してください。また、「01234567」の場合でも「0」を省略することなく、必ず８桁で記

入してください。 

・「着任予定日」欄は、申請時以降に着任予定の事業推進担当者がいる場合、その着任

予定年月日（例 H21.4.1）を記入してください。その者の「専攻等名」「職名」欄は、申請

大学における着任後のものを記入し、現職を「備考」欄に記入してください。 

・事業推進担当者が非常勤の場合は、拠点形成の申請機関での所属等を記載し、本務

先については「備考」欄に記入してください。 

・「21 世紀 COE プログラム」の「拠点番号」欄には、事業推進担当者が申請時点で参画し

ている２１世紀ＣＯＥプログラムの拠点番号（例：F01）を記入し、また、当該拠点の拠点

リーダーである場合は、「拠点リーダー」欄に「○」を記入してください。 

（※個人情報の取扱いは、当該事業の実施に係る用途のみに限定いたします。） 

・他の大学等との連携による取組みの場合、他大学等に所属している者については、「備

考」欄に「連携大学等所属者」と記載してください。 

（３）様式の説明 

事業推進担当者数が16 名以上の場合は、事業推進担当者数 15 名毎に１ページにな

るよう、印刷設定を適宜変更してください。拠点組織表が複数に及ぶ場合は、左上をステ

ープラーで綴じてください。 

 

Ⅳ．関連分野研究者表について 

（１）作成・提出に当たっての注意点 

本表は、審査の過程でレフェリーとしてお願いすることとなった研究者への依頼・連絡を、

円滑に行うために作成いただくものであり、教育研究活動調書の「関連分野研究者（様式３
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－５）」に記載した日本人研究者、外国人研究者をそれぞれ、「①日本人研究者」欄、「②外

国人等研究者」欄に転記し、必要な項目を記入してください。なお、短期間での審査をお願

いすることから、確実に連絡の取れる情報を記入してください。 

※印のある項目は必須入力項目ですので、記入漏れのないようにしてください。 

（２）記入事項の説明 

 ①「機関番号」「機関名」「整理番号」「拠点のプログラム名称」の記入方法は、申請カードと

同様です。 

 ②「機関番号」「整理番号」「ﾌﾘｶﾞﾅ」「E-mail」「電話番号」「郵便番号」欄は、半角で記入し

てください。 

 ③「日本人研究者」欄について 

・※印のある「氏名」「ﾌﾘｶﾞﾅ」「現在の専門」「E-mail」「区分」「郵便番号」「住所」欄は必須

入力項目ですので、記入漏れのないようにしてください。 

  ・「氏名」欄は、姓と名の間にのみ、全角１文字の空白を入れてください。 

  ・「ﾌﾘｶﾞﾅ」欄は、半角カタカナで記入してください。なお、姓と名の間にのみ、半角１文字

の空白を入れてください。 

  ・「機関名」「部局」「職名」欄は、主たる所属等のみを記入してください。 

  ・「E-mail」欄は、電子メールを使用していない場合は、「無」と記入してください。 

  ・「区分」欄は、記入した住所等により、「機関」又は「自宅」いずれかを記入してください。 

  ・海外居住者の「氏名」「機関名」「部局」「職名」「住所」は可能な限り英語で記入（もしくは

和英併記）してください。 

 ④「外国人等研究者」欄について 

・※印のある「氏名」「現在の専門」「E-mail」欄は必須入力項目ですので、記入漏れのな

いようにしてください。なお、「郵便番号」「住所」は、メールレビューを予定していることか

ら、記入の必要はありません。 

  ・「氏名」「機関名」「部局」「職名」は、可能な限り英語で記入してください。 

  （３）様式の説明 

記入欄が不足する場合は、適宜行を増やして差し支えありませんが、日本学術振興会

においてデータ整理を行いますので、列の削除・追加は行わないでください。 

複数ページに及ぶ場合は、様式の左上をステープラーにより綴じてください。 

 

Ⅴ．データの提出について 

（１）申請カード・拠点組織表・関連分野研究者表のデータを計画調書等及び府省共通研究開

発管理システム(e-Rad)からダウンロードした「応募内容提案書」と合わせてExcelファイル

（※PDFファイルへの変換は不要です。）で、CD-R(W)に保存し、提出してください。なお、

CD-R(W)以外の媒体（フロッピー・MO等）は受けつけません。 

（２）申請カードのファイル名は、「機関番号（大学名）」（例：10000（○○大学））、拠点組織表

のファイル名は「機関番号-整理番号（大学名）組織表」（例：10000-K-1（○○大学）組織

表）、関連分野研究者表のファイル名は「機関番号-整理番号（大学名）研究者表」（例：

10000-K-1(○○大学)研究者表）としてください。 

（３）調書は拠点毎に、「拠点形成計画の概要」・「将来構想等調書」・「拠点形成計画調書」及

び「教育研究活動調書」の４点全てを合わせて１つの PDF ファイルとし、ファイル名は、「機

関番号-整理番号（大学名）」（例： 10000-K-1（○○大学））としてください。 

（４）府省共通研究開発管理システム(e-Rad)から「応募内容提案書」のＰＤＦファイルをダウン

ロードし、ファイル名を「機関番号-整理番号（大学名）応募内容提案書」（例： 10000-K-1

（○○大学）応募内容提案書）としてください。 
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（５）大学で複数の申請を行う場合も１つの CD-R(W)にデータをまとめて提出してください。 

（６）大学名及び機関番号をマジック等で CD-R(W)表面に記入してください。 


